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議事要旨(4) リース手法を活用した先端設備等投資支援スキームにおける借手の会計処理等に関

する実務上の取扱いについて 

 

冒頭、小賀坂副委員長より、実務対応報告公開草案第 43 号「リース手法を活用した先端設備

等投資支援スキームにおける借手の会計処理等に関する実務上の取扱い（案）」について寄せら

れたコメントへの対応について審議を行いたいとの説明がなされた。引き続き、神谷客員研究員

より、説明資料[審議事項(4)-1、(4)-2 及び(4)-3]に基づき、寄せられたコメントの主な概要及

び当該コメントへの対応案、改正実務対応報告の文案並びに平成 27 年 2 月 9 日に開催された第

74回リース会計専門委員会で聞かれた主な意見を中心に説明がなされた。 

説明に対するオブザーバーからの主なコメントは次のとおりである。 

 

 あるオブザーバーより、次のコメントがあった。 

 公開草案へ寄せられたコメントへの対応案のうち、コメント 7)とコメント 8)の主張が

ほぼ同じである（審議事項(4)-1 参照）にもかかわらず、対応案が異なっているので、

対応案を 1つにまとめて記載していただきたい。 

 

審議の後、小賀坂副委員長より、次回以降の委員会において、改正実務対応報告の公表議決を

行いたいとの説明がなされた。 

 

以 上 


